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気象衛星センター（2005）改変
1￥肌S《了を利用、L待出現身の慨 9 • ~ I 
治上天気図（2009年6月19日9時）
天気概況
・北日本は曇り、南西諸
島では前線や低気圧
の影響で曇りや雨。
．その他は概ね晴れ。
（気象庁HPより）
I ，等法本での表研究の取り組みヲ 引 三七ゐ？
0霧の出現域の把握
．衛星デー タ（MTSAT)
－ライブカメラ（道路公団、河川事務局等が所持）
．視程計（気象官署）
Oその他
日本全国の霧の統計調査
判別分析を用いた会津盆地の霧予測
WRFモデルを用いた霧の数値シミュレーション
盆地霧のメカニズムの解明
f'J.!TJ3i1~JI！用した霧出現伊，{PJ町尾 ③。 :'j ⑬ f;－② 9; 1曹 -5 時同事噌.，唱·~， I 
・霧の発生域の面的・連続的把握
気象官署は地点数が少なく、 霧の発生を捕らえられて
いない可能性がある（山本， 1989)
訪日本域（海上も含めて）を面的・連続的に観測したい
コ気象衛星ひまわりの利用
・気象衛星MTSAT-1Rは、霧（下層雲）検出に有効な波長
（近赤外3.7μ m）を搭載
・今までの日本の気象衛星（GMSシリーズ以前）では困難
だった、夜間の霧発生域の検出が可能に
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MTSATを手巾した－霧出現域の把握 ｜ 
地点 晴天度 天気 榔（km) ｜｜衛星観測叫気象観測の比較
旭川 505 曇 10 I (2009年6月19日午前3時）
小樽 999 晴れ 18 6 
釧路 323 量 15 
根室 251 •＜もや） 5 円りまたはF となっている地点
室蘭 393 ，.繭 8 で、晴天度が小さく判定
浦河 338 A＜もや 10 
八戸 424 I爾 778 
おおよそ霧または下層雲を捕ら秋田 999 靖れ 15 
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WRFモデルを用いた霧の数値シミュレーション
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I MTSATを利用した霧出現域の把握 l 
地点 晴天度 天気 開（km)1衛星観測山気象観測の比較
帯広 535 曇（もや｝ IO (2008年12月18日午前3時）
倶知安 999 曇 14.3 
新庄 835 'I 02 
若松 834 ••＜もや） 3 2りまたはl となっている地点
山形 654 JS 02 でも、両天，λカ！大きし
石巻 他の.a＜もや｝ 335 
徳島 897 術（もや｝ 4 下層雲や霧を捕られていない
字書都宮 845 晴 12 
目富山 566 錫 089 
ti,:図 633 1 052 
甲府 他の雲 ，E 031 1晴天度
河口湖 s10 1 049 I 
｜秩父 786 1 021 
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｜晴芙
l複雑地形件以LESの開発 ｜ 
乱流エネルギー収支の検証
シア一生成浮力生成 移流 拡散
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現地観測
ライブカメラ
衛星データ（MTSAT)
数値モデル（WRF+LES)
’ i総合的に霧を理解する
l筑波大叩暖化とヒ－1-7-{7：..，~＇研究の取り
組み
WRFモデルを用いた将来気候の予測
（東京・名古屋・大阪）
ヒー トアイランドの観測（つくば市・多治見市）
・衛星データによる実態把握（同上）
LESモデルの開発
都市豪雨の事態調査
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JU高気温の累積頻度分布
(1989年・2008年の7・8月）
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，一 Osa7w 寸
－；ァ NugoJrμ ! 
35°c以上の猛暑回数－名古農が最も多い。
名古屋は著しい高還が発生しやすい。
35 36 37 38 39 40 
Tern問 raturer。CI 
名古屋における8月の気温の出現頻度
(2000年・2009年）
ーー一一 WRF3km-2000年代
・ AMeDAS-2000年代
ーーーー WRF3km2070年代
つくば市のヒートアイランド観測
• -7.0--8.5 Q -55--5.0 Q -4.0--3.5 • -2.5--2.0 
• -65---6.0 0 -5.0--4.5 0 -3.5・－3.0
都市街区・複雑地形を対象としたLESの開発
乱流エネルギー収支の検笹
/f:一杯T万！日
移流 鉱散 j商散
宮
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・霧（MTSAT)
－温暖化・ヒー トアイランド（LANDSAT)
－その他：
・都市豪雨（GPS可降水量，レーダーエコー）
・熱対流の発生位置（ASTER)
・都市上空の雲（MODIS,ASTER) 
．小低気圧（ひまわり）
23区内の総降水量・降水頻度比較
①短時間強雨日の
23区北西部中野区を中心に降水量・頒度ともに多い
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